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会
長
＝
写
真
＝
は
「
全
国
的

に
組
合
活
動
の
活
性
化
が
話

題
と
な
り
、
ま
た
そ
の
あ
り

方
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
埼

塗
商
と
し
て
は
県
に
向
け
、

同
業
に
も
向
け
、
そ
の
価
値

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ペ
イ

ン
ト
（
吉
田
裕
志
社
長
）
が

新
入
会
員
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
。

　
乾
杯
の
発
声
を
ト
ハ
ン
の

な
っ
て
こ
そ
、
連
携
を
深
め

て
打
破
で
き
る
と
思
う
。
そ

こ
で
、
３
つ
の
誓
い
を
立
て

た
。
開
か
れ
た
対
話
、
持
続

可
能
な
成
長
、
次
世
代
へ
の

継
承
で
あ
る
。
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
共
に
未
来
を
開
い
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。

　
な
お
、
今
年
度
は
次
の
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
む
。

　
▽
運
営
企
画
委
員
会
＝
勉

強
会
２
月
▽
調
査
統
計
委
員

会
＝
機
器
部
会
、
設
備
部
会

▽
技
術
委
員
会
＝
『
ガ
イ
ダ

ン
ス
ブ
ッ
ク
』
の
普
及
、
乾

燥
炉
基
準
作
り
、
勉
強
会
、

過
去
文
献
・
書
籍
の
更
新
▽

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
＝
第

ル
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｃ
の
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
模

索
す
る
こ
と
、
会
員
の
Ｉ
Ｃ

と
し
て
の
質
的
向
上
を
目
指

す
こ
と
に
注
力
す
る
。
具
体

的
に
は
、
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
ア
シ
ス
タ

ン
ス
会
社
の
代
表
者
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
各
委
員
会
等
の
事
業
戦
略

の
発
表
で
は
、
教
育
統
合
委

員
会
が
、
国
土
交
通
省
の
価

格
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
の

指
針
に
対
応
す
る
た
め
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
確
立

し
、
教
育
を
階
層
別
に
実
施

す
る
。
次
世
代
自
動
車
研
究

委
員
会
で
は
、
２
０
２
４
年
度

の
活
動
報
告
を
行
い
Ｏ
Ｂ
Ｄ

に
係
る
研
修
に
つ
い
て
、
故
障

コ
ー
ド
と
な
る
特
定
Ｄ
Ｔ
Ｃ
に

つ
い
て
改
め
て
説
明
し
た
。
ま

た
、
自
動
車
整
備
の
将
来
像

に
つ
い
て
「
事
故
故
障
を
し
た

ら
修
理
す
る
」
か
ら
「
事
故
・

故
障
を
し
な
い
よ
う
に
整
備

を
す
る
」
と
い
う
観
点
が
必
要

と
な
る
等
と
説
明
し
た
。
同

委
員
会
で
は
、
作
業
で
の
不
明

点
を
調
べ
る
際
の
武
器
と
な

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
適
切
な
使
用

等
も
議
論
し
て
い
く
。
全
国

大
会
の
最
後
に
は
、
協
賛
企

業
の
紹
介
が
あ
り
、
第
一
部
の

全
体
会
議
が
終
了
。
そ
の
後
、

第
二
部
の
懇
親
会
に
入
っ
た
。

開
校
。
１
９
４
１
年
４
月
１

日
国
民
学
校
令
に
よ
り
、
大

阪
市
三
国
国
民
学
校
と
改

称
。
１
９
４
４
年
豊
中
市
へ

集
団
疎
開
。
１
９
４
７
年
４

月
１
日
学
制
改
革
に
よ
り
、

大
阪
市
立
三
国
小
学
校
と
改

称
。

　
大
阪
昭
和
会
は
、
塗
装
奉

仕
活
動
で
は
委
員
全
員
が
積

極
的
に
参
加
し
、
施
主
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
全
員

が
満
足
で
き
る
仕
上
げ
を
目

指
し
、
準
備
段
階
か
ら
責
任

を
持
ち
、
各
々
の
成
長
に
繋

が
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
毎
年
２
回
実
施
し

て
い
る
。

　
日
本
塗
装
機
械
工
業
会

（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
・
佐
伯
直
泰
会

長
）
は
、
６
月
９
日
午
後
２

時
か
ら
大
阪
市
淀
川
区
西
中

島
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ

ル
で
、
第
49
回
年
次
総
会
を

開
い
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
佐
伯
会

長
＝
写
真
右
＝
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
の
就
任
、
２
年
間
は
リ
モ
ー

ト
で
開
催
、
ほ
と
ん
ど
活
動
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
皆
様
の
ご

尽
力
に
支
え
ら
れ
、
特
に
技
術

革
新
、
品
質
向
上
環
境
推
進

に
取
り
組
ん
だ
。
　

　
い
ま
、
平
穏
と
は
い
え
な

い
な
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
、
変
わ
ら
ぬ

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
議
案
事
項
は
承
認
さ
れ
、

役
員
人
事
で
は
、
新
会
長
に

服
部
修
一
氏
＝
写
真
左
＝
を

決
め
た
。

　
▽
会
長
＝
服
部
修
一
▽
副

会
長
＝
佐
伯
直
泰
（
明
治
機

械
製
作
所
）、
多
田
洋
一
（
ヲ

サ
メ
工
業
）、
三
好
栄
祐
（
ア

ネ
ス
ト
岩
田
）
▽
専
務
理
事

＝
樋
川
浩
一

　
▽
各
委
員
長
＝
企
画
運
営

（
山
﨑
諭
志
）、
技
術
（
加

藤
啓
太
）、
統
計
調
査
（
木

村
武
司
）、
広
報
（
松
丸
浩

司
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
林
慶

一
）

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
服
部

新
会
長
は
「
10
代
目
の
会
長

に
な
る
。
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
新
た
な
時
代
へ
と
繫
が

る
よ
う
に
発
展
し
た
い
。
そ

れ
に
は
会
員
企
業
が
一
丸
と

25
回
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

そ
の
他
、『
50
年
史
』
制
作
に

取
り
組
む
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

開
か
れ
た
。

　
服
部
新
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ

を
国
際
工
業
塗
装
高
度
化
推

進
会
議
副
理
事
長
の
髙
橋
大

氏
、
日
本
工
業
塗
装
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
の
原
谷
隆

清
氏
が
行
い
、
乾
杯
の
発
声

を
多
田
副
会
長
、
中
締
め
を

佐
伯
副
会
長
が
、
日
本
工
塗

連
原
谷
副
会
長
と
共
に
大
阪

締
め
で
閉
会
し
た
。

　
日
本
床
施
工
技
術
研
究
協

議
会
（
横
山
裕
会
長
）
は
、

令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
６

月
26
日
午
後
２
時
30
分
か
ら

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
の
東

京
科
学
大
学
緑
が
丘
６
号
館

で
開
い
た
。

　
横
山
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

総
会
で
議
案
は
す
べ
て
承
認
。

役
員
改
選
で
は
正
副
会
長
が

再
任
と
な
っ
た
。
活
動
計
画

は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
下
地

表
層
部
の
諸
品
質
の
測
定
方

法
、
グ
レ
ー
ド
」、「
床
会
式
性

能
志
向
型
施
工
要
領
書
」
の

普
及
と
そ
の
活
用
方
法
を
検

討
・
提
案
、
現
場
デ
ー
タ
の
提

供
協
力
を
行
い
情
報
の
共
有

化
で
実
用
性
の
高
い
研
究
推

進
を
促
す
と
と
も
に
成
果
の

実
用
化
を
促
進
、
各
部
会
の

目
的
の
再
確
認
と
活
性
化
を

図
る
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
再
任
さ
れ
た
正
副
会
長
は

次
の
通
り
。

　
▽
会
長
＝
横
山
裕
（
東
京

科
学
大
学
）
▽
副
会
長
＝
小

野
正
明
（
日
本
左
官
業
組
合

連
合
会
、
小
野
創
建
工
業
）、

高
橋
宏
樹
（
も
の
つ
く
り
大

学
）、
團
雅
浩
（
日
本
塗
り
床

工
業
会
、
水
谷
ペ
イ
ン
ト
）、

山
本
正
行
（
日
本
建
築
仕
上

材
工
業
会
、
Ｍ
Ｕ
マ
テ
ッ
ク

ス
）、
横
井
健
（
東
海
大
学
）

　
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演

会
が
行
わ
れ
、
横
山
会
長
が

登
壇
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

下
地
の
表
層
部
品
質
に
関
す

る
研
究
動
向
と
性
能
志
向
型

施
工
要
領
書
へ
の
適
用
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
続
け
て
の
懇
親
会
で
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
横
山
会
長
＝

写
真
＝
は
「
総
会
で
は
事
業

計
画
を
発
表
す
る
が
、
毎
年

そ
ん
な
に
は
変
化
が
な
い
。

し
か
し
、
変
化
が
な
い
こ
と

は
重
要
で
あ
る
同
じ
事
業
を

着
々
と
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
評
価
で
き
る
と
思

う
。
ま
た
、
成
果
を
公
表
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
す
る
話
が
出
て
い
た
が
、

　
茨
城
県
塗
料
商
業
会
（
石

井
康
弘
会
長
）
は
、
６
月
４
日

午
後
６
時
か
ら
茨
城
県
水
戸

市
泉
町
の
中
川
楼
で
、
塗
料

や
資
材
メ
ー
カ
ー
を
交
え
て

総
会
懇
親
会
を
開
い
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
石
井
会

長
＝
写
真
＝
は
「
何
か
や
っ
て

い
き
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
厳
し
い
時
世
で
あ
る
が
、

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
な

付
き
合
い
を
通
し
て
乗
り
越

え
て
い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
慶
弔
規
定
に
則
り
、

荒
友
商
事
の
荒
川
浩
信
氏
に

店
舗
新
築
の
祝
い
金
が
石
井

会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
、
荒
川
氏

は
「
昨
年
４
月
に
新
た
に
店
舗

を
設
け
た
。
今
後
も
精
進
し
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
乾
杯
の
発
声
を
大
塚
刷
毛

製
造
茨
城
営
業
所
長
の
小
川

幸
一
氏
が「
行
い
、懇
親
に
移

っ
た
。中
締
め
を
佐
久
間
塗

料
の
佐
久
間
正
氏
が
「
こ
う

い
う
場
を
活
か
し
メ
ー
カ
ー

と
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
情
報
交
換

す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
述

べ
、
閉
会
し
た
。

　
な
お
、
同
会
総
会
で
は
、
今

年
度
に
お
い
て
教
育
情
報
事

業
、
共
同
購
入
事
業
、
親
睦
会

事
業
、
塗
料
普
及
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

　
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
（
北
谷
明

日
香
会
長
）
は
、
６
月
５
日

午
後
６
時
30
分
か
ら
東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
の
シ
ー
ア
ン

で
、
総
会
後
の
懇
親
会
を
開

い
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北
谷

会
長
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
へ
の
期

待
の
高
ま
り
を
感
じ
る
。
い

ま
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

昨
年
も
出
展
し
た
グ
ッ
ド
ラ

イ
フ
フ
ェ
ア
や
中
四
国
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
一
般
生

活
者
に
向
け
て
の
活
動
で
あ

る
。
全
国
に
ま
た
が
る
イ
ン

テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
大
き
な
団
体
と
し
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

発
信
し
て
い
き
た
い
。
人
間

が
関
わ
り
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
仕
事
、
Ａ
Ｉ
に
は
と

っ
て
代
わ
ら
れ
な
い
仕
事
で

あ
り
、
大
い
に
交
流
し
、
話

を
し
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
イ
ン
テ
リ
ア

産
業
協
会
の
市
川
祐
次
専
務

理
事
が
「
好
き
で
イ
ン
テ
リ

ア
に
関
わ
り
40
年
経
っ
た
。

そ
こ
そ
こ
や
っ
て
き
た
で
は
な

く
、
イ
ン
テ
リ
ア
が
人
生
だ
と

言
え
る
よ
う
に
し
な
く
て
は

と
思
う
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
素

晴
ら
し
い
を
伝
え
よ
う
と
、
職

場
で
話
し
て
お
り
、
合
言
葉

『
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
イ
ン
テ
リ
ア
』
と

指
で
そ
れ
を
示
す
ポ
ー
ジ
ン

グ
も
考
え
た
。
イ
ン
テ
リ
ア

の
仕
事
を
好
き
だ
か
ら
こ
そ

や
っ
て
い
る
気
持
ち
が
強
ま
る

だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

　
乾
杯
の
発
声
を
賛
助
会
員

コ
ル
テ
ィ
ナ
の
米
山
慎
司
氏

が
「
10
年
ほ
ど
前
と
比
べ
、

会
員
３
０
０
人
、
賛
助
会
員

70
社
と
、
こ
こ
ま
で
大
き
く

な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
情
熱
と
努
力
の
賜
物
と

言
え
る
」
と
述
べ
、
歓
談
に

入
っ
た
。

　
中
締
め
を
幹
事
の
ト
ー
ソ

ー
・
島
田
信
照
氏
が
「
ま
す
ま

す
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
大
き
く
強
く

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
最
近
、

水
廻
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た

際
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
立
場
か

ら
み
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
再
認

識
し
た
。
自
分
ひ
と
り
で
は

見
積
り
か
ら
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、

工
程
や
窓
口
管
理
な
ど
、
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

意
義
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
述

べ
、
散
会
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
今
年
度
の
活

動
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
）
の
職
能
を
一

般
生
活
者
に
向
け
て
ア
ピ
ー

活
用
し
た
広
報
活
動
、
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
チ
ー
ム
の
活
動
活

性
化
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
を
始

め
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
講
座
や
企
画
の
充

実
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
組
織
や

体
制
を
安
定
し
て
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
会
員
増
強
に

も
取
り
組
み
、
将
来
に
向
け

て
運
営
体
制
の
改
善
も
行
っ

て
い
く
。

　
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同

組
合（
石
井
英
幸
理
事
長
）は
、

７
月
７
日
午
後
１
時
か
ら
東

京
都
港
区
赤
坂
の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
東
京
で
２
０
２
５
年
Ｂ
Ｓ

サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合
全

国
大
会
を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
に
物
故
組
合
員
へ
の

黙
祷
を
行
い
、
５
月
に
逝
去

さ
れ
た
磯
部
君
男
前
理
事
長

を
は
じ
め
、
他
の
逝
去
さ
れ

た
組
合
員
に
対
し
て
哀
悼
の

意
を
表
し
た
。

　
そ
の
後
、
開
会
宣
言
、
基
本

宣
言
等
に
続
い
て
、
６
月
に
就

任
し
た
石
井
理
事
長
＝
写
真

＝
が
あ
い
さ
つ
と
報
告
事
項

を
行
っ
た
。
世
界
の
情
勢
、
Ｅ

Ｖ
化
の
減
速
、
少
子
高
齢
化

に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
同
組
合

の
今
後
の
方
向
性
つ
い
て
説

明
し
「
次
世
代
自
動
車
へ
の
対

応
で
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

の
連
携
が
必
須
。
同
組
合
で

は
連
携
を
深
め
る
と
も
に
、
一

級
自
動
車
整
備
士
資
格
の
取

得
支
援
策
と
し
て
『
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
』
を
展
開
し
て
い
く
。
ま

た
、
第
三
者
目
線
に
よ
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
強
化
す
る
」

等
と
、
語
っ
た
。

　
理
事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

自
由
民
主
党
元
幹
事
長
で
同

組
合
顧
問
の
中
川
秀
直
氏
等

が
あ
い
さ
つ
。
中
川
氏
は

「
自
動
車
の
変
革
時
代
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
い
き
、
さ
ら
に
品

質
を
高
め
て
い
っ
て
欲
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
続
い

て
、
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ

ン
の
小
林
喜
夫
巳
特
別
顧

問
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
国
内
事

業
部
部
長
の
原
田
美
穂
子
氏

が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
整

備
事
業
者
と
約
１
２
０
の
整

備
事
業
者
と
連
携
に
向
け
た

取
組
み
に
着
手
し
て
お
り
、

委
託
基
準
を
満
た
す
と
、
ト

ヨ
タ
整
備
教
育
を
受
講
し
同

社
と
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
損
害
保
険
各
社
、
　
日
本
芳
香
族
工
業
会
（
宮

岸
信
宏
会
長
）
は
、
６
月
６

日
午
後
４
時
か
ら
東
京
都
中

央
区
日
本
橋
茅
場
町
の
鉄
鋼

会
館
で
第
68
回
定
時
総
会
を

開
い
た
。

　
今
年
度
は
任
期
満
了
に
よ

る
役
員
改
選
に
お
い
て
、
会

長
に
船
木
保
宏
氏
（
太
陽
石

油
執
行
役
員
）
が
新
た
に
選

ば
れ
た
。

　
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
、

２
０
２
５
年
度
の
事
業
計
画

で
市
場
調
査
に
関
す
る
事
業

と
し
て
芳
香
族
製
品
統
計
調

査
並
び
に
デ
ー
タ
開
示
、
同

海
外
動
向
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催
、
需
要
見
通
し
作
成

と
公
表
、
そ
の
他
、
関
係
諸

機
関
等
へ
の
デ
ー
タ
開
示
と

作
業
協
力
を
行
う
。

　
午
後
６
時
か
ら
懇
親
会
が

開
か
れ
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

船
木
新
会
長
＝
写
真
＝
は

「
こ
こ
数
年
は
、
能
力
過
剰
、

需
要
の
伸
び
悩
み
が
あ
り
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
を
我
々
も

行
っ
て
い
か
な
い
が
、
実
際
問

題
と
し
て
は
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
す
ぎ
る
と
い

う
認
識
で
は
な
い
か
。

　
芳
香
族
製
品
は
人
々
の
生

活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
石
化
業
界
は
国
の
基
盤

を
支
え
る
業
界
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
芳
香

族
、
タ
ー
ル
製
品
に
よ
る
国
民

生
活
の
安
定
、
向
上
貢
献
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
、
懇
談
に
入
っ
た
。

　
大
阪
昭
和
会
（
西
田
克
行

会
長
）
は
、「
第
93
回
塗
装
奉

仕
活
動
」
を
６
月
21
日
午
前

８
時
か
ら
大
阪
市
淀
川
区
三

国
本
町
の
大
阪
市
立
三
国
小

学
校
で
実
施
し
29
人
が
参
加

し
た
。

　
塗
装
し
た
の
は
校
舎
２
階

西
面
と
北
面
の
外
壁
側
壁
だ

っ
た
。
西
面
外
壁
側
壁
は
３

色
（
壁
２
色
、
幅
木
１
色
）

で
高
さ
２
．
４
ｍ
×
幅
68
ｍ

を
塗
装
し
た
。
塗
装
面
積
は

白
系
87
㎡
、
ベ
ー
ジ
ュ
系
87

㎡
、
幅
木
６
・
８
㎡
で
あ
っ

た
。
ま
た
北
面
外
壁
側
壁
は

１
色
（
上
部
白
色
の
み
）
を

高
さ
２
・
５６
ｍ
×
幅
60
ｍ
を

塗
装
し
、
塗
装
面
積
は
71
㎡

で
あ
っ
た
。

　
使
用
塗
料
は
関
西
ペ
イ
ン

ト
の
、
水
性
セ
ラ
マ
イ
ル
ド

３
分
艶
（
19
ー
90
Ａ
）
壁
上

面
、
水
性
セ
ラ
マ
イ
ル
ド
３

分
艶
（
17
ー
80
Ｆ
）
壁
下
面
、

水
性
セ
ラ
マ
イ
ル
ド
３
分
艶

（
15
ー
30
Ｂ
）
幅
木
の
内
訳

で
同
社
が
提
供
し
た
。

　
同
校
の
沿
革
は
、
１
９
２

７
年
大
阪
市
北
中
島
尋
常
高

等
小
学
校
分
校
と
し
て
開

設
。
１
９
２
９
年
大
阪
市
三

国
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立

　
埼
玉
県
塗
料
商
業
会
（
日

向
俊
夫
会
長
）
は
、
６
月
６

日
午
後
６
時
か
ら
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
の

か
の
う
や
で
、
総
会
後
の
懇

親
会
を
開
い
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
日
向

伊
藤
純
氏
が
行
い
、
懇
親
に

入
り
、
最
後
に
富
田
商
店
の

富
田
浩
正
社
長
が
「
そ
の
店

だ
か
ら
こ
そ
買
っ
て
い
た
だ

け
る
努
力
が
大
事
で
は
な
い

か
」
と
締
め
く
く
り
、
散
会

し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
は
「
調
色

か
ら
営
業
ま
で
役
立
つ
色
彩

セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
っ
た
研
修

の
開
催
や
マ
ン
セ
ル
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
な
ど
で
親
睦
を
図

る
。

い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　
東
京
工
業
塗
装
協
同
組
合

（
吉
川
孝
理
事
長
）
は
、
６

月
14
日
午
前
10
時
に
群
馬
県

邑
楽
郡
千
代
田
町
の
、
同
組

合
員
会
社
で
あ
る
大
泉
塗
工

（
田
口
知
優
社
長
）
に
集
合

し
、
見
学
会
を
実
施
し
た
。

　
同
社
の
創
業
は
昭
和
54
年
。

高
品
質
・
納
期
厳
守
の
方
針

の
も
と
、
40
年
以
上
に
渡
り
、

小
型
部
品
か
ら
重
厚
長
大
な

建
設
資
材
ま
で
幅
広
く
金
属

塗
装
を
手
掛
け
て
い
る
。

　
同
組
合
研
修
委
員
長
の
加

藤
誠
哉
氏
は
「
大
物
塗
装
の

工
場
で
あ
り
、
参
加
メ
ン
バ

ー
に
は
広
く
て
大
き
い
超
巨

大
工
場
と
映
っ
た
よ
う
だ
。

ロ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な
筐
体
部

品
を
効
率
よ
く
塗
る
た
め
工

夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
メ

ン
バ
ー
の
中
に
は
塗
装
中
の

ブ
ー
ス
内
に
入
っ
て
撮
影
さ

せ
て
も
ら
え
る
な
ど
、
ほ
ぼ

制
限
な
く
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス

ト
設
備
も
あ
り
、
社
内
で
治

具
剥
離
し
て
お
り
、
皆
さ
ん

感
心
し
て
い
た
」
と
所
感
を

述
べ
て
い
る
。


